
（正門） （学校長式辞） （新入生宣誓）

４月１１日（月）、晴天に恵まれ、令和４年度の南紀高等学校入学式を挙行しました。国歌演奏、県民歌演奏、

校歌紹介に続いて、坂本真理校長から昼間定時制２８名、夜間定時制５名、計３３名の入学が許可されました。

学校長式辞では坂本校長が、競泳の池江璃花子（いけえりかこ）選手の闘病からの東京五輪選考会での復活とそ

の後の世界選手権選考会での落選の話を挙げ、「努力し

たからと言って、すべて結果につながるわけではない。

でも、それでもうだめだと思うのではなく、努力を続

けたい。いつかその努力が報われる日が来る。」という

池江選手の言葉を紹介し、「自分が学ぼうと決意して初

めて、先生たちの声はあなたに深く届きます。先生た

ちの声を深く聞いて、学習を進める努力を続けてくだ

さい。」と話されました。そして、入学生を代表して夜

間定時制Ａ組の愛須宥月（あいすゆづき）さんが「校

則を守るとともに、勉学に、クラブ活動に励み、有意義な高校生活を送ることをお誓いいたします。」と宣誓しま

した。来賓の方々や保護者の皆さんに見守られて式は順調に進行し無事に終了しました。

校庭では、晴天に咲き誇っている桜が入学されるみなさんを見守っていました。

南紀高校では、転入学、編入学の生徒を対象とし 今回は、夜間部の理科応用の授

て、入校式を行っています。今年度、昼間定時制に 業の様子を紹介します。この日は

５名の生徒を転入生・編入生として迎え、５名は修得 畑にじゃがいもを植えました。種

単位等に応じて、それぞれの学年に入りました。新し 芋の芽の残し方で、収量がどう変
い仲間を迎えたクラスでいろいろ関わり合いながら、 化するかを実験するとのことで

良好な関係を築いてください。南紀高校での再出発、 す。収穫が楽しみであるとともに、

有意義な高校生活、卒業を目指してともに頑張りまし 植え方による収量にどう変化が出

ょう。 るのかも興味深いところです。

５月の主な行事５月の主な行事
○ＳＣ（スクールカウンセラー）には大前泰彦さん

３日（火）憲法記念日 を新たにお迎えします。

４日（水）みどりの日 ○ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）には

５日（木）こどもの日 玉田陽子さんを新たにお迎えします。

１２日（木）新入生歓迎イベント（夜間）

１３日（金）遠足（昼間） 様々な悩みに親身になって相談にのってくれる、頼

２６日（木）前期生徒総会（夜間） りがいのある先生方です。皆さんが安心して学校生活

２７日（金）応募前企業ガイダンス（田辺） を送れるようにサポートしてくれます。

ＳＣの大前先生は、基本的に、毎週月曜日に、ＳＳ

Ｗの玉田先生は、毎週月曜日と金曜日にいらっしゃる

予定です。どんどん利用しましょう。
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「思いやりの心で学ぶ 君のスタート南紀高校」和歌山県立南紀高等学校定時制


